
高圧電力 A と農事用電力の比較 
 

基本料金          1233.75 円     420 円      34％ 
（10 月～6 月料金）      12.51 円     8.66 円      69％ 
（7 月～9 月夏季料金）    13.59 円     9.36 円      68％ 
 基本料金の比較が大きく差が出るので、単純に比較すると各洋蘭園の電気料金が 
半分（約）程度になると思います。 
  
◎中国・韓国等、諸外国は全てといっていいくらい、農事用の電力が制度としてあります。 
 安い料金体系になっています。 

中国・韓国の電気料金 

                    平成 22 年 9 月 28 日 

○ 中国 

    ・３１ある「省」によって電力料金はそれぞれ違う。 
  ・地方の貧しい「省」は安く、都市部の「省」は高く設定されている。 
    ・料金体系（山西省の場合） 

      販売単価／Kwh 日本円換算／Kwh    
一般家庭用  ０．４６７  元    ６．１ 円 （100）
小規模農業用  ０．４２３１ 元   ５．５ 円 （ 91）

大規模農業用  ０．３９３１ 元   ５．１ 円 （ 84）

一般商業用  ０．７１１７ 元   ９．３ 円 （152）
大工業用  ０．４３   元   ５．６ 円 （ 92）

     ※ １ 元     ＝ １３ 円（平成 22 年 9 月 28 日現在） 

      ※ 農業料金には、山西省の中でも貧困県には低料金（約 64％）が設定してある。 

○ 韓国 

  ・基本的に農業に対する優遇措置はない。 
  ・ただし、電気料の単価を農業用は下げている。 
   ・料金体系 

      販売単価／Kwh 日本円換算／Kwh    
一般家庭用  ９７．６ ウォン    ７．２ 円 （100） 
農 業 用  ４２．４ ウォン   ３．１ 円 （ 43） 

全業種平均  ７８．８ ウォン   ５．８ 円  （81） 
    ※ １ウォン ＝ ０．０７４円（平成 22 年 9 月 28 日現在） 
     ※ 全業種  ＝ 一般家庭用、農業用、商業用、工業用、公共照明 
   
【聞き取り先】  社団法人 海外電力調査会  
                調査部 TEL：(03)6361-8250 FAX：(03)3455-0993 
                 中国担当 中山 氏 
                 韓国担当 中川 氏   


